


　
玉
川
村
と
友
好
都
市
提
携
を
結

ん
で
い
る
、
台
湾
鹿
谷
郷
の
訪
問

団
が
、
５
月
30
日
、
31
日
の
両
日
、

本
村
を
訪
問
し
、
各
施
設
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。�

　
訪
問
団
一
行
は
、
林
光
演
郷
長
、

葉
瑞
鐘
郷
民
代
表
会
主
席
（
議
会

議
長
）
、
陳
錫
梧
前
郷
長
な
ど
約

40
名
で
、
30
日
の
午
後
に
玉
川
村

に
到
着
し
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育

館
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。�

　
夜
に
は
、
母
畑
温
泉
の
八
幡
屋

で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、

石
森
春
男
村
長
が
「
鹿
谷
郷
と
の

太
い
パ
イ
プ
は
今
後
も
玉
川
村
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
持
ち
続
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
車
田
次
夫
前
村
長
、
矢

部
玄
信
議
長
も
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
林
光
演
鹿
谷
郷
長
が
「
お

互
い
に
訪
問
し
合
い
、
固
い
絆
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。�

　
翌
31
日
は
、
泉
保
育
所
、
い
ず

み
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
保
育
状
況
、

幼
児
教
育
状
況
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
鹿
谷
郷
と
玉
川
村
の
議

員
に
よ
る
懇
談
会
も
開
か
れ
、
意

見
を
交
わ
し
な
が
ら
お
互
い
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。�

　
一
行
は
こ
の
あ
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
た
ま
か
わ
荘
、
福
島

空
港
、
生
産
物
直
売
所
こ
ぶ
し
の

里
を
視
察
し
ま
し
た
。�

　
台
湾
に
も
少
子
高
齢
化
の
波
は

押
し
寄
せ
て
い
る
よ
う
で
、
た
ま

か
わ
荘
で
は
、
利
用
状
況
、
費
用

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
し
て

い
ま
し
た
。�

�

いずみ幼稚園を訪れた訪問団の皆さん�

本村と鹿谷郷の議員による懇談会�

鹿
谷
郷
訪
問
団
の
皆
さ
ん
と
村
関
係
者�

盛大に開かれた歓迎レセプション�

広報たまかわ　平成19年6月�
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　毎年６月は、各地で土石流、地すべり、がけ崩れ等の土砂災害が
多発していることから、土砂災害防止に対する住民の方々への理解
と関心を深めるとともに、土砂災害による人命、財産の被害防止を
図ることを目的として、土砂災害防止月間と定められています。�
　平成18年度は、全国46の都道府県で1,441件の土砂災害が発生
しています。もしもの時に備えて、日頃から危険な場所や避難場所
について確認しておいてください。�

　
玉
川
村
消
防
団
の
春
季
検
閲
式

が
、
５
月
20
日
に
泉
中
学
校
校
庭

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
に
は
、
団
員
、
婦
人
消
防
隊
、

関
係
者
な
ど
約
２
６
０
人
が
参
加
。

統
監
（
石
森
春
男
村
長
）
に
よ
る

観
閲
、
通
常
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、

防
火
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。�

　
続
い
て
行
わ
れ
た
機
械
器
具
点

検
で
は
、
全
分
団
が
中
村
池
に
移

動
し
て
一
斉
放
水
を
行
い
、
そ
の

後
の
分
列
行
進
で
は
堂
々
と
し
た

姿
勢
で
行
進
す
る
な
ど
、
士
気
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。�

　
閉
会
行
事
で
は
、
細
谷
康
久
福

島
県
消
防
協
会
長
、
鈴
木
光
治
須

賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
長
、

矢
部
玄
信
村
議
会
議
長
な
ど
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

  

功
労
者
を
表
彰�

�

　
式
で
は
、
消
防
活
動
な
ど
に
尽

力
さ
れ
た
方
な
ど
に
対
す
る
表
彰

が
行
わ
れ
、
阿
部
金
四
郎
団
長
か

ら
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。�

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】�

・
退
職
報
償
◇
矢
部
政
美
◇
石
井

　
浩
和
◇
矢
部
洋
一�

【
団
長
感
謝
状
】�

・
退
職
分
団
長
◇
野
崎
智
之
◇
曲

　
山
孝
幸
◇
須
藤
晃
◇
小
針
竜
哉

　
◇
石
森
吉
男
◇
佐
藤
健
一
◇
阿

　
部
秀
幸
◇
鈴
木
政
義
◇
大
和
田

　
寿
美
夫
◇
石
森
健
一
◇
石
井
正

　
光�

・
一
般
協
力
者
（
防
火
水
槽
用
地
）�

　
◇
大
野
富
二
夫�

6月は土砂災害防止月間です�6月は土砂災害防止月間です�

統監による観閲�

中村池で行われた一斉放水�

団長より賞状を贈られる受賞者�



　
玉
川
村
と
友
好
都
市
提
携
を
結

ん
で
い
る
、
台
湾
鹿
谷
郷
の
訪
問

団
が
、
５
月
30
日
、
31
日
の
両
日
、

本
村
を
訪
問
し
、
各
施
設
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。�

　
訪
問
団
一
行
は
、
林
光
演
郷
長
、

葉
瑞
鐘
郷
民
代
表
会
主
席
（
議
会

議
長
）
、
陳
錫
梧
前
郷
長
な
ど
約

40
名
で
、
30
日
の
午
後
に
玉
川
村

に
到
着
し
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育

館
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。�

　
夜
に
は
、
母
畑
温
泉
の
八
幡
屋

で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、

石
森
春
男
村
長
が
「
鹿
谷
郷
と
の

太
い
パ
イ
プ
は
今
後
も
玉
川
村
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
持
ち
続
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
車
田
次
夫
前
村
長
、
矢

部
玄
信
議
長
も
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
林
光
演
鹿
谷
郷
長
が
「
お

互
い
に
訪
問
し
合
い
、
固
い
絆
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。�

　
翌
31
日
は
、
泉
保
育
所
、
い
ず

み
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
保
育
状
況
、

幼
児
教
育
状
況
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
鹿
谷
郷
と
玉
川
村
の
議

員
に
よ
る
懇
談
会
も
開
か
れ
、
意

見
を
交
わ
し
な
が
ら
お
互
い
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。�

　
一
行
は
こ
の
あ
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
た
ま
か
わ
荘
、
福
島

空
港
、
生
産
物
直
売
所
こ
ぶ
し
の

里
を
視
察
し
ま
し
た
。�

　
台
湾
に
も
少
子
高
齢
化
の
波
は

押
し
寄
せ
て
い
る
よ
う
で
、
た
ま

か
わ
荘
で
は
、
利
用
状
況
、
費
用

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
し
て

い
ま
し
た
。�

�

いずみ幼稚園を訪れた訪問団の皆さん�

本村と鹿谷郷の議員による懇談会�

鹿
谷
郷
訪
問
団
の
皆
さ
ん
と
村
関
係
者�

盛大に開かれた歓迎レセプション�

広報たまかわ　平成19年6月�

3

　毎年６月は、各地で土石流、地すべり、がけ崩れ等の土砂災害が
多発していることから、土砂災害防止に対する住民の方々への理解
と関心を深めるとともに、土砂災害による人命、財産の被害防止を
図ることを目的として、土砂災害防止月間と定められています。�
　平成18年度は、全国46の都道府県で1,441件の土砂災害が発生
しています。もしもの時に備えて、日頃から危険な場所や避難場所
について確認しておいてください。�

　
玉
川
村
消
防
団
の
春
季
検
閲
式

が
、
５
月
20
日
に
泉
中
学
校
校
庭

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
に
は
、
団
員
、
婦
人
消
防
隊
、

関
係
者
な
ど
約
２
６
０
人
が
参
加
。

統
監
（
石
森
春
男
村
長
）
に
よ
る

観
閲
、
通
常
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、

防
火
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。�

　
続
い
て
行
わ
れ
た
機
械
器
具
点

検
で
は
、
全
分
団
が
中
村
池
に
移

動
し
て
一
斉
放
水
を
行
い
、
そ
の

後
の
分
列
行
進
で
は
堂
々
と
し
た

姿
勢
で
行
進
す
る
な
ど
、
士
気
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。�

　
閉
会
行
事
で
は
、
細
谷
康
久
福

島
県
消
防
協
会
長
、
鈴
木
光
治
須

賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
長
、

矢
部
玄
信
村
議
会
議
長
な
ど
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

  

功
労
者
を
表
彰�

�

　
式
で
は
、
消
防
活
動
な
ど
に
尽

力
さ
れ
た
方
な
ど
に
対
す
る
表
彰

が
行
わ
れ
、
阿
部
金
四
郎
団
長
か

ら
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。�

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】�

・
退
職
報
償
◇
矢
部
政
美
◇
石
井

　
浩
和
◇
矢
部
洋
一�

【
団
長
感
謝
状
】�

・
退
職
分
団
長
◇
野
崎
智
之
◇
曲

　
山
孝
幸
◇
須
藤
晃
◇
小
針
竜
哉

　
◇
石
森
吉
男
◇
佐
藤
健
一
◇
阿

　
部
秀
幸
◇
鈴
木
政
義
◇
大
和
田

　
寿
美
夫
◇
石
森
健
一
◇
石
井
正

　
光�

・
一
般
協
力
者
（
防
火
水
槽
用
地
）�

　
◇
大
野
富
二
夫�

6月は土砂災害防止月間です�6月は土砂災害防止月間です�

統監による観閲�

中村池で行われた一斉放水�

団長より賞状を贈られる受賞者�



4

　中山間地域等における農業の有する多面的機能の確保を図ることを目的として、適切な農業生産活動
等の継続的な実施を支援するため、集落及び農家に対し、玉川村補助金等の交付等に関する規則、及び
要綱の定めるところにより交付金を交付いたしました。�

協定の概要�
　協定締結の代表者を中心として、集落相互間の連携、
生産性、収益向上、担い手の定着、生活環境の整備等に
取り組みました。�
　・協定締結集落数　２３集落�
　・参 加 農 家 数　５９７戸�
農業生産活動等の実施状況�
　農地法面の崩壊を未然に防止するため、集落内の担い
手を中心に水路・農道を定期的に清掃、及び簡易補修、
草刈り等を実施しました。�
生産性・収益の向上、担い手の定着等に関する取組状況�
　農作業の共同化により、作業能率の向上と生産活動の
安定を図りました。�

　
各
行
政
区
対
抗
に
よ
る
玉
川
村
民
球
技
大
会
が
、
６
月
３
日
に
村
民

グ
ラ
ン
ド
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
と
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
各
競
技
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。�

　
大
会
に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
10
チ
ー
ム
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

は
９
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
小
高
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
南
須
釜
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
南

須
釜
は
平
成
13
年

度
か
ら
優
勝
し
て

お
り
、
今
年
度
で

７
連
覇
と
な
り
ま

し
た
。�

　
そ
の
他
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で

す
。�

�【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】�

優
　
勝
　
小
　
高�

準
優
勝
　
北
須
釜�

３
　
位
　
山
小
屋�

　
　
　
　
南
須
釜�

�【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】�

優
　
勝
　
南
須
釜�

準
優
勝
　
竜
　
崎�

３
　
位
　
川
　
辺�

�

対象農用地の基準別の面積及び交付額�

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合�

バレーボール優勝の南須釜チーム� ソフトボール優勝の小高チーム�

広報たまかわ　平成19年6月�
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村
内
の
小
学
校
で
、
５
月
19
日

に
一
斉
に
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
よ

り
、
何
度
か
中
断
し
な
が
ら
の
開

催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
児
童
た
ち
は
、
今
ま
で

練
習
し
て
き
た
成
果
を
一
生
懸
命

発
表
し
て
い
ま
し
た
。�

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
保

護
者
な
ど
も
、
子
ど
も
た
ち
の
が

ん
ば
り
に
最
後
ま
で
盛
ん
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�

開会式での堂々の誓いのことば（玉一小）�

おっとこの人は…もしかして…（玉一小）�

さあ～て何が書いてあるのかな（川辺小）�

昨年はUFO、今年はペッパー警部でした（須釜小）�１年生から６年生まで最後までバトンをつないでがんばった紅白リレー�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（左は川辺小、右は須釜小）�

すごい迫力です。２人対３人ですけど勝ったのは…（須釜小）�

あぶない…ダルマが落ちそう（玉一小）�

そろいのハッピがりりしいです（川辺小）�
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ー
ム
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

は
９
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
小
高
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
南
須
釜
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
南

須
釜
は
平
成
13
年

度
か
ら
優
勝
し
て

お
り
、
今
年
度
で

７
連
覇
と
な
り
ま

し
た
。�

　
そ
の
他
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で

す
。�

�【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】�

優
　
勝
　
小
　
高�

準
優
勝
　
北
須
釜�

３
　
位
　
山
小
屋�

　
　
　
　
南
須
釜�

�【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】�

優
　
勝
　
南
須
釜�

準
優
勝
　
竜
　
崎�

３
　
位
　
川
　
辺�

�

対象農用地の基準別の面積及び交付額�

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合�

バレーボール優勝の南須釜チーム� ソフトボール優勝の小高チーム�

広報たまかわ　平成19年6月�

5

　
村
内
の
小
学
校
で
、
５
月
19
日

に
一
斉
に
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
当
日
は
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あ
い
に
く
の
雨
に
よ

り
、
何
度
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中
断
し
な
が
ら
の
開

催
と
な
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て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
児
童
た
ち
は
、
今
ま
で

練
習
し
て
き
た
成
果
を
一
生
懸
命

発
表
し
て
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ま
し
た
。�

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
保

護
者
な
ど
も
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子
ど
も
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の
が

ん
ば
り
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最
後
ま
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盛
ん
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拍
手
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送
っ
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そろいのハッピがりりしいです（川辺小）�
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広報たまかわ　平成19年6月�

　
福
島
労
働
局
で
は
、
解
雇
、
労
働
条
件
、
募
集
、

採
用
な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

つ
い
て
、
労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。�

　
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の
方
、
人
事
、
労

務
等
で
疑
問
を
お
持
ち
の
方
な
ど
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
郡
山
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー�

　
郡
山
市
桑
野
２
―
１
―
18�

　
郡
山
労
働
基
準
監
督
署
内�

　
　
０
２
４
―

９
２
２
―

１
３
７
０�

　次の皆さんより、募金活動により集められ
た緑の募金を寄せていただきました。�
玉川第一小学校　緑の少年団を代表して、木
須隆世君、大竹裕登君、関根夏希さんから�
須釜小学校　各委員会を代表して、阿部恵さん、
秋山菜奈さん、関根和希君から�
川辺小学校　保健ボランティア委員会を代表
して、齋藤美夏さん、酒井佑果さんから�
　他にも多くの皆さんより寄せていただきま
した。集められた募金は、緑化活動のために
使わせていただきます。�

丹
精
込
め
た
山
野
草
を
展
示�

玉
川
山
野
草
会
が
展
示
会�

　
玉
川
山
野
草
会(

溝
井
良
仲
会
長)

に

よ
る
春
の
山
野
草
展
が
、
５
月
19
、
20

日
の
両
日
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。�

　
会
場
に
は
、
会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
、
エ
ビ
ネ
な
ど
の
春
の
山
野
草
、
約
１

６
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。�

　
す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
に
、
会
場
を

訪
れ
た
人
々
は
、
興
味
深
げ
に
じ
っ
く
り

と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

会場に展示されたすばらしい山野草の数々�

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う�

福
島
空
港
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

　
福
島
空
港
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
５
月
３
日
、
国
際
線
貨
物
施

設
を
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ス
テ
ー
ジ
に
開
催

さ
れ
、
終
日
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。�

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐

藤
雄
平
県
知
事
、
石
森
春
男
村
長
な
ど
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
幕
が
開
け
、
そ
の
あ
と
、
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
や
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
琉
球
太
鼓
な

ど
の
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。�

�

クラップスチアリーダーズの皆さんによるかわいいステージ�

川辺小の皆さんによる交通安全鼓笛パレード�

地域から交通事故を出さないように�
　春の全国交通安全運動の出動式が５月11日、石川
警察署で行われ、石川地方の関係者が運動期間中の無
事故を祈りました。また式では、交通事故犠牲者の供
養と交通安全を願って、南須釜の念仏踊りが披露され
ました。�
　運動期間中には、小学校児童による交通安全鼓笛パ
レードも行われました。５月15日に須釜小学校、16
日には川辺小学校の児童が、校歌やドラムマーチなど
を演奏しながらパレードし、地域の方々に交通安全を
呼びかけました。�

須釜小の皆さんによる交通安全鼓笛パレード�

交通安全運動の出動式で披露された南須釜の念仏踊り�

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す�

　
公
立
岩
瀬
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院
で
は
、
来
年

度
受
験
希
望
者
、
及
び
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
第
１
回
　
７
月
25
日
　
午
後
２
時
〜�

　
第
２
回
　
８
月
８
日
　
午
後
２
時
〜�

▼
内
　
容
　
学
校
説
明
、
施
設
見
学
、
座
談
会�

▼
参
加
料
　
無
料
（
筆
記
用
具
、
上
履
き
持
参
）�

▼
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院�

　
　
０
２
４
８
―
75
―
３
２
３
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.iw
ase-hp.�

　
　
　
　
　
　
　jp/sisetu/gakuin/gakuin.htm

高
等
看
護
学
院
説
明
会
開
催�

石森村長に募金を渡す玉一小の皆さん（根本先生同席）�

草野総務課長に募金を渡す�
川辺小の皆さん（園部先生同席）�

石森村長に募金を渡す須釜小の皆さん�
（川崎校長、塩沢先生同席）�
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川
辺
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝�

ＪＡＣ大阪便が就航�

体
育
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

　日本航空グループの日本エアコミューター(ＪＡＣ)
の福島－大阪便 (伊丹 )が６月１日就航し、同日、出
発ロビーで就航記念式典が行われました。式典では、
石森春男村長をはじめ関係者がテープカットをして就
航を祝いました。�
　使用される飛行機はボンバルディア社のプロペラ機
で74人乗り。午後１時10分福島空港発、２時30分
伊丹空港着で運行されます。�

就航を記念して式典開催�

　
玉
川
村
体
育
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
、
５
月
25
日
に
す
ぱ
ー
く
玉
川

で
開
催
さ
れ
、
川
辺
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。�

　
今
年
で
22
回
目
と
な
る
同
大
会
に
は
、

村
内
の
各
チ
ー
ム
16
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

予
選
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
敗
を
競

い
ま
し
た
。�

　
全
体
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

優
勝:

川
辺
Ｂ
　
準
優
勝:

川
辺
Ａ
　�

３
位:

竜
崎
Ａ
・
小
高
Ｂ�

�

安
全
運
転
と
技
能
を
競
う�

交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会
開
催�

　
第
29
回
の
石
川
地
区
交
通
安
全
子
供

自
転
車
大
会
が
、
６
月
６
日
に
浅
川
小
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
石
川
地
方
の
各
小
学
校
か
ら

10
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
競
技
は
、

学
科
テ
ス
ト
と
、
交
通
ル
ー
ル
ど
お
り
に

走
行
す
る
安
全
走
行
テ
ス
ト
、
８
の
字
走

行
な
ど
の
技
能
走
行
テ
ス
ト
で
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
玉
川
村
か
ら
は
玉
川
第
一
小
学
校
が
出

場
し
、
Ａ
チ
ー
ム
が
４
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が

６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。�

�

真剣な表情でプレーする参加者�

堂々の入賞を飾った玉一小の皆さん�

テープカットで就航を祝う関係者�

父の日には牛乳(ちち)を贈ろう�

　６月11日に、石川酪農研究会と石川酪農婦人部の
皆さんが役場を訪れ、石森春男村長に牛乳をプレゼン
トしました。�
　牛乳の消費拡大を図るために行なっている「父の日
には牛乳 (ちち )を贈ろう｣ キャンペーンとしてプレ
ゼントしたもので、牛乳プレゼントによる県産牛乳の
消費拡大を呼びかけました。�

牛乳消費拡大でキャンペーン�

石森村長に牛乳をプレゼントする酪農研究会と婦人部の皆さん�
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健康注意報�

～  元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

　心療内科で累積疲労の人々を多く診ている先生は、「疲労は借金によく似ている」と表現していま
す。借金が返済しないままでは自然消滅しないように、一度たまった疲労も、きちんとケアをしな
ければ自然にとれることはありません。それどころか、十数年にわたり疲労が蓄積されると、借金
のために自己破産せざるをえなくなるように、さまざまな身体症状と精神症状に押しつぶされて、
心身の自己破産状態に陥らざるをえなくなることもあると警告しています。�

●うつ病と自殺　８年連続で３万人を超えている日本の
自殺者数。その50～ 70％にはうつ病があったので
はないかと言われています。自殺に至る時期は、うつ
病のかかり始めと、治りかけ。うつ病は自分を責め、
死にたくなってしまう“病気”だということを誰しも
がしっかりと認識し、自殺をしない、させない注意が
大切です。�

�
●特に危険な“働き盛り”　うつ病の明確な原因は未だ
解明されていませんが、ストレスが大きな原因の一つ
であることは事実です。完璧主義で生真面目な人や、
小さい頃から周囲の期待に応えなくてはと無意識に自
分をかき立てている人。これまで日本で評価されてき

たのは、不平や不満をぐっと心にしまい込み、黙々と
責任を果たす人でした。しかしこれらの人には、終身
雇用や年功序列といった、長い物差しで自分と家族を
守ってくれる大きな社会的枠組みがありました。その
枠組みが崩れ始めている近年、何を目標に頑張ってい
るのか、それがわからなくなっている人も多
くいます。また一方では、成果主義の導入と
ＩＴ技術の普及により、仕事の仕方も価値観
も評価法も大きく変わりました。疲れ果て、
生きる気力が弱くなるその前に、
自分自身や、家族の心の悲鳴に気
付いてあげてください。�
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川
辺
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝�

ＪＡＣ大阪便が就航�

体
育
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�
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の福島－大阪便 (伊丹 )が６月１日就航し、同日、出
発ロビーで就航記念式典が行われました。式典では、
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玉
川
村
体
育
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
、
５
月
25
日
に
す
ぱ
ー
く
玉
川

で
開
催
さ
れ
、
川
辺
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。�

　
今
年
で
22
回
目
と
な
る
同
大
会
に
は
、

村
内
の
各
チ
ー
ム
16
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

予
選
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
敗
を
競

い
ま
し
た
。�

　
全
体
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

優
勝:

川
辺
Ｂ
　
準
優
勝:

川
辺
Ａ
　�

３
位:

竜
崎
Ａ
・
小
高
Ｂ�

�

安
全
運
転
と
技
能
を
競
う�

交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会
開
催�

　
第
29
回
の
石
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地
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交
通
安
全
子
供

自
転
車
大
会
が
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６
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に
浅
川
小
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
石
川
地
方
の
各
小
学
校
か
ら

10
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
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は
、

学
科
テ
ス
ト
と
、
交
通
ル
ー
ル
ど
お
り
に

走
行
す
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安
全
走
行
テ
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ト
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８
の
字
走

行
な
ど
の
技
能
走
行
テ
ス
ト
で
行
わ
れ
ま

し
た
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玉
川
村
か
ら
は
玉
川
第
一
小
学
校
が
出

場
し
、
Ａ
チ
ー
ム
が
４
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が

６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
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�
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テープカットで就航を祝う関係者�
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総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

お知�
 らせ�

離
婚
後
妊
娠
　
医
師
の

証
明
で「
現
夫
の
子
」に�

�
　
離
婚
後
３
０
０
日
以
内
に
生
ま

れ
た
子
は
、
民
法
第
７
７
２
条
第

２
項
「
婚
姻
の
解
消
も
し
く
は
取

り
消
し
の
日
か
ら
３
０
０
日
以
内

に
生
ま
れ
た
子
は
、
婚
姻
中
に
懐

胎
し
た
も
の
と
推
定
す
る
」
の
規

定
に
よ
り
、
「
前
夫
の
子
」
と
し

て
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。�

　
し
か
し
、
５
月
21
日
か
ら
は
、

母
親
が
離
婚
後
に
妊
娠
し
た
こ
と

を
示
す
医
師
の
証
明
書
が
あ
れ
ば
、

「
現
夫
の
子
」
と
し
て
例
外
的
に

扱
う
と
す
る
法
務
省
通
達
の
運
用

が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
住
民
税
務
課
戸
籍
係�

　
　
57
―

４
６
２
４�

���

災
害
ご
み
の
搬
入
は
平
日
に�

�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組

合
、
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
ま
で
、
災
害
及
び
自

然
災
害
に
よ
り
発
生
し
た
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
を
問
わ
ず
受
け
入
れ
し
て
き

ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
現
在
21
年
経
過
し
た

焼
却
炉
を
安
定
的
に
維
持
管
理
し

て
い
く
た
め
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
を
土
曜
日
、
日
曜
日
等
に
集

中
的
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
等
で
発
生

し
た
廃
棄
物
等
の
搬
入
に
つ
い
て

は
、
次
に
よ
り
取
り
扱
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
実
施
日�

　
７
月
１
日
よ
り�

▼
受
け
入
れ
日�

　
平
日
の
み�

▼
受
け
入
れ
時
間�

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分�

　
午
後
０
時
45
分
〜
４
時�

▼
受
け
入
れ
場
所�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

　
焼
却
場�

　
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合�

　
　
26
―

２
７
８
４�

　
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー�

　
　
26
―

７
５
０
０�

　
役
場
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
４�

��

放
送
大
学
学
生
募
集�

�

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
生
涯
学
習

な
ど
を
目
的
と
し
て
様
々
な
年
代

や
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。�

　
現
在
、
第
１
学
期
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。�

《
教
養
学
部
》�

　
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
選

科
履
修
生
、
科
目
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
、
約
３
０
０

科
目
の
中
か
ら
好
き
な
科
目

を
１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。�

　
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
、
誰
で
も

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

卒
業
す
る
と
学
士
の
取
得
が

で
き
ま
す
。�

　
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
は
、

心
理
学
基
礎
、
異
文
化
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
な
ど
、
全
16

の
プ
ラ
ン
を
実
施
。
ひ
と
つ

の
分
野
を
体
系
的
に
学
べ
ま
す
。�

《
大
学
院
》�

　
18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
修

士
選
科
生
、
修
士
科
目
生
と
し

て
入
学
で
き
、
約
70
科
目
の
中

か
ら
好
き
な
科
目
を
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。�

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ�

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
０
２
４
―

９
２
１
―

７
４
７

～小学校運動会より～�
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　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

様�

様�

様�

様�

様�

様�

�

様�

（５月届出分）�

（５月届出分）�

６月１日現在の村のようす�
（前月比）�

1 , 9 9 6  戸 �

7 , 5 0 3  人 �

3 , 7 3 1  人 �

3 , 7 7 2  人 �

（＋ 4 戸 ）�

（＋1 1 人 ）�

（＋1 1 人 ）�

（± 0 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

国民年金のお知らせ�国民年金のお知らせ�

自営業、無職などの方は「保険料免除制度」の
手続きをしてください。�
●申請免除�
　保険料の納付が困難なときは、所得に応じて
免除されます。役場住民税務課の国民年金の窓
口に申請し、社会保険事務所で前年の所得など
を審査して、承認を受けると、保険料の全額、
もしくは一部の納付が免除されます。�
●申請免除の対象となる方�
　前年所得（収入）が少ない方�
　障害者または寡婦であって前年所得が１２５
　万円以下の方�
　失業、倒産、事業の廃止、天災などにあった
　ことが確認できる方�
　生活保護法による生活扶助以外の扶助を受け
　ている方�
　特定障害者に対する特別障害給付金を受けて
　いる方�
●申請免除の承認期間�
　７月から翌年６月まで�
�
３０歳未満の方は「若年者納付猶予制度」の手
続きをしてください。�
　３０歳未満の方に限り利用できる制度です。
役場住民税務課の国民年金の窓口に申請し、社
会保険事務所で前年の所得などを審査して、承
認を受けると、その期間の保険料の納付が猶予
されます。�
●若年者納付猶予の対象となる方�
　３０歳未満で前年所得（収入）が少ない方�
　失業、倒産、事業の廃止、天災などにあった
　ことが確認できる方�
●若年者納付猶予の承認期間�
　７月から翌年６月まで�
�
問い合わせ�
役場住民税務課　　57－4624

～小学校運動会より～�

ご
相
談
く

相
談
く
だ
さ
だ
さ
い�

ご
相
談
く
だ
さ
い�

保険料を納めるのが�
困難なとき�
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り
ま
せ
ん
で

し
た
。�

　
し
か
し
、
５
月
21
日
か
ら
は
、

母
親
が
離
婚
後
に
妊
娠
し
た
こ
と

を
示
す
医
師
の
証
明
書
が
あ
れ
ば
、

「
現
夫
の
子
」
と
し
て
例
外
的
に

扱
う
と
す
る
法
務
省
通
達
の
運
用

が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
住
民
税
務
課
戸
籍
係�

　
　
57
―

４
６
２
４�

���

災
害
ご
み
の
搬
入
は
平
日
に�

�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組

合
、
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
ま
で
、
災
害
及
び
自

然
災
害
に
よ
り
発
生
し
た
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
を
問
わ
ず
受
け
入
れ
し
て
き

ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
現
在
21
年
経
過
し
た

焼
却
炉
を
安
定
的
に
維
持
管
理
し

て
い
く
た
め
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
を
土
曜
日
、
日
曜
日
等
に
集

中
的
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
等
で
発
生

し
た
廃
棄
物
等
の
搬
入
に
つ
い
て

は
、
次
に
よ
り
取
り
扱
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
実
施
日�

　
７
月
１
日
よ
り�

▼
受
け
入
れ
日�

　
平
日
の
み�

▼
受
け
入
れ
時
間�

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分�

　
午
後
０
時
45
分
〜
４
時�

▼
受
け
入
れ
場
所�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

　
焼
却
場�

　
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合�

　
　
26
―

２
７
８
４�

　
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー�

　
　
26
―

７
５
０
０�

　
役
場
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
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放
送
大
学
学
生
募
集�

�

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
生
涯
学
習

な
ど
を
目
的
と
し
て
様
々
な
年
代

や
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。�

　
現
在
、
第
１
学
期
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。�

《
教
養
学
部
》�

　
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
選

科
履
修
生
、
科
目
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
、
約
３
０
０

科
目
の
中
か
ら
好
き
な
科
目

を
１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。�

　
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
、
誰
で
も

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

卒
業
す
る
と
学
士
の
取
得
が

で
き
ま
す
。�

　
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
は
、

心
理
学
基
礎
、
異
文
化
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
な
ど
、
全
16

の
プ
ラ
ン
を
実
施
。
ひ
と
つ

の
分
野
を
体
系
的
に
学
べ
ま
す
。�

《
大
学
院
》�

　
18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
修

士
選
科
生
、
修
士
科
目
生
と
し

て
入
学
で
き
、
約
70
科
目
の
中

か
ら
好
き
な
科
目
を
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。�

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ�

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
０
２
４
―

９
２
１
―

７
４
７

～小学校運動会より～�
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　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

様�

様�

様�

様�

様�

様�

�

様�

（５月届出分）�

（５月届出分）�

６月１日現在の村のようす�
（前月比）�

1 , 9 9 6  戸 �

7 , 5 0 3  人 �

3 , 7 3 1  人 �

3 , 7 7 2  人 �

（＋ 4 戸 ）�

（＋1 1 人 ）�

（＋1 1 人 ）�

（± 0 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

国民年金のお知らせ�国民年金のお知らせ�

自営業、無職などの方は「保険料免除制度」の
手続きをしてください。�
●申請免除�
　保険料の納付が困難なときは、所得に応じて
免除されます。役場住民税務課の国民年金の窓
口に申請し、社会保険事務所で前年の所得など
を審査して、承認を受けると、保険料の全額、
もしくは一部の納付が免除されます。�
●申請免除の対象となる方�
　前年所得（収入）が少ない方�
　障害者または寡婦であって前年所得が１２５
　万円以下の方�
　失業、倒産、事業の廃止、天災などにあった
　ことが確認できる方�
　生活保護法による生活扶助以外の扶助を受け
　ている方�
　特定障害者に対する特別障害給付金を受けて
　いる方�
●申請免除の承認期間�
　７月から翌年６月まで�
�
３０歳未満の方は「若年者納付猶予制度」の手
続きをしてください。�
　３０歳未満の方に限り利用できる制度です。
役場住民税務課の国民年金の窓口に申請し、社
会保険事務所で前年の所得などを審査して、承
認を受けると、その期間の保険料の納付が猶予
されます。�
●若年者納付猶予の対象となる方�
　３０歳未満で前年所得（収入）が少ない方�
　失業、倒産、事業の廃止、天災などにあった
　ことが確認できる方�
●若年者納付猶予の承認期間�
　７月から翌年６月まで�
�
問い合わせ�
役場住民税務課　　57－4624

～小学校運動会より～�

ご
相
談
く

相
談
く
だ
さ
だ
さ
い�

ご
相
談
く
だ
さ
い�
保険料を納めるのが�

困難なとき�



　
５
月
25
日
、
す
が
ま
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
が
田
植
え
を
体
験
し

ま
し
た
。
地
元
の
方
々
の
協
力
を

得
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
年
長
組

の
子
ど
も
た
ち
約
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、

一
生
懸
命
植
え
て
い
ま
し
た
。�

　
雨
に
ぬ
れ
、
ど
ろ
ど
ろ
に
な
り

な
が
ら
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
ひ
び
い
て
い

ま
し
た
。�

　
秋
に
は
収
穫
し
て
、
も
ち
つ
き

を
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

�

��
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